
TOPICSTOPICS

　菊池市子ども会泗水支部の子ども会大会（キックベースボー
ル競技・親子ユニホッケー体験）が、泗水グラウンドと泗水体
育館で開催されました。
　キックベースボール競技では高学年の部に 14チーム、低学
年の部に 10チームが参加し、約 200 人の子どもたちが熱戦
を繰り広げました。地域の皆さんの熱い声援を受け、子どもた
ちは元気に楽しくプレーしていました。上位の結果は次のとお
りです。
高学年の部
優勝　富出分子ども会、２位　桜山一・二・三・八区子ども会
３位　ルーキーズ（田島子ども会）、３位　田島ファルコンズ（田
島子ども会）
低学年の部
優勝　富出分子ども会、２位　田島ドラゴンズ（田島子ども会）
３位　福本一区子ども会、３位　三万田子ども会
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七城小相撲愛好会が、飛龍旗小学生相撲大会
団体戦高学年の部で初優勝

　飛龍旗小学生相撲大会が、玉名市蓮華院奥の院相撲場で開
催され、団体戦高学年の部で七城小相撲愛好会が初優勝を飾
りました。この大会は、県下はもとより、今年は長崎県から
も相撲を愛する豆力士を招き、蓮華院奥の院の大祭に合わせ
て毎年この日に行われているもので、今年で 10回目を迎え
ます。
　七城小相撲愛好会は、予選リーグを順当に勝ち残り、決勝
戦で強豪の宇土少年クラブAチームを接戦のすえ下し、見事、
初優勝を飾りました。
　また、奉納土俵入りで訪れた横綱・白鵬関とのかかり稽古
でも、七城小の豆力士たちは元気な姿を見せていました。

初優勝した七城小相撲愛好会のメンバー

木村末弘さん、西岡史郎さんが、
平成20年秋の叙勲「旭日章」を
それぞれ受章

　木村末弘さん（　　鳳来）、西岡史郎さん（　　上町）
が平成 20年秋の叙勲で、「旭日章」をそれぞれ受章さ
れました。これは、内閣の助言と承認のもとに天皇か
ら授与されるものです。
　林業振興功労として「旭日双光章」を受章された木
村さんは、昭和 30 年ごろから龍門地区で最も早く椎
茸栽培に取り組み、菊池市を県内随一の椎茸生産地に
育てあげました。その後、熊本県椎茸農業協同組合長、
日本特用林産振興会副会長などを歴任し、日本の椎茸産業に多大な貢献をされています。木村さんは「受章は、椎茸に携わ
る人たちが頑張ってきたからです。個人でいただけたものではありません。これからも椎茸にこだわっていきたいです」と
話されました。
　文化財保護功労として「旭日単光章」を受章された西岡さんは、17歳のときに御松囃子御能の一員である指導者により
謡曲と仕舞を習い始め、昭和 21年には謡曲の稽古に対する努力が認められ、この御松囃子御能の囃子方である大鼓に抜擢
され、以来、現在まで 61年間にわたり囃子方として毎年の神事奉納に携わっており、囃子方の中心として後進の指導にも
力を入れられています。現在は御松囃子御能保存会の会長で「身の引き締まる思いです。今後は原点に戻って伝統芸能を次
の世代へと引き継ぐ活動を頑張っていきます」と話されました。受章、おめでとうございました。

秋の叙勲で「旭日章」を受章された木村さん（左）と西岡さん（右）
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第4回菊池市文化祭
　菊池市文化祭が菊池・七城・旭志・泗水の４会場で開催されま
した。１日の午後６時 30分から文化会館大ホールで４支部合同
の開会式があり、式に続き各支部から大正琴やレクリエーション
ダンス、日本舞踊、民謡、優しいハーモニーのコーラスなど、２
時間の演芸会で幕を開けました。
　その後、菊池支部の狂言へと続き、３日まで、各支部の会場で
絵画や写真、短歌、生花などの展示、茶道の御点前などが披露さ
れました。
　また、舞台ではコーラス・ギター・筝などの演奏や、日舞・フ
ラダンス・バレエなど、幼児から高齢者まで多くの皆さんが１年
の研鑽の成果を披露しました。

11/1（土）～3（祝）

第4回泗水支部子ども会大会
富出分子ども会が低学年の部、高学年の部優勝！
11/8（土）

　特別養護老人ホームつまごめ荘
で、秋祭りが行われました。毎年同
施設で行われていた夏祭りが、今
回は気候の良い秋に行われたもの
で、参加者は楽しい秋の夜長を過
ごしました。
　祭りには、地元今区民や多くの
家族連れ、近隣地域の皆さんがた
くさん詰め掛け、施設と地域との
交流が祭りを通して盛大に行われ
ました。

　特に、ボランティアとして参加した地元戸崎小学校４年生の皆さん、ふれあ
い喫茶レクダンスの皆さん、昴月会の外山さん・内田さんが踊りなどを披露し、
祭りをさらに盛り上げました。
　同施設は、これからも入居者の皆さんの生活の質を高め、地域に開かれた施
設づくりを目指していきます。今後とも市民の皆さんのご支援をよろしくお願
いします。

つまごめ荘で秋祭り11/1（土）

　藤間久誉舞踊研究所の記念公演が文化会館であり、同研究
所で舞踊を学ぶ弟子などが多数参加し、艶やかな舞に魅了さ
れました。藤間久誉さんが師籍 50周年を迎えたことを記念
して行われたもので、「千代の友鶴（ともづる）」や「鷺娘（さ
ぎむすめ）」などが舞われました。
　藤間さんは「踊りは私の人生で生き様みたいなものです。
踊りを通して自分自身を磨き、悔いのない人生を送りたいで
す」と話されました。
　藤間さんは市文化協会の世話や日本の伝統文化の継承、後
世の指導育成など地域への貢献活動を続ける中、熊本県日本
舞踊研究会の会員としても活躍中です。今後益々の活躍が期
待されます。

藤間久誉舞踊研究所が記念公演10/26（日）

「女伊達（おんなだて）」を披露する藤間さん

つまごめ荘で行われた秋祭り

４支部合同の前夜祭演芸大会で日舞を披露する藤扇
僥斉（ふじおうぎぎょうさい）会の皆さん

○菊 ○菊

6｜広報きくち｜2009 JANUARY7 広報きくち｜2009 JANUARY｜


